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中学生の中学生による中学生のための会議（要旨の報告） 

 

日  時：令和７年８月２４日（日） 午前１０時００分～１２時１０分 

場  所：議場及び全員協議会室 

テ ー マ：部活動の未来について 

参加人数：２０人（市内中学校の生徒会役員） 

出 席 者：市長、両副市長、教育長、未来政策部長、教育部長、こども部長 

事 務 局：マーケティング課長、指導室長、マーケティング課６名 

 

 

＜開会＞ 

司会者（生徒代表）による開会の宣言。 

以下、司会者により議事を進行。 

 

 

＜挨拶＞ 

【市長】 

・ 夏休み期間中にも関わらず参加いただいたことに感謝する。 

・ 皆さんがいるこの議場は、大和市の全ての生活や暮らしに関することが議論され、決ま

っていく重要な場所である。 

・ 部活動の加入率は７０％程度で中学生には重要なものであり、皆さんの意見を聴きたい。

意見は後輩たちに繋がっていく。 

・ この会議は、こども基本法によりこどもの意見を聴き反映する場を設けるために開催し

た。皆さんの意見を大和市の明るい未来に繋げて欲しい。 
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【生徒代表】 

・ 大人にはない考えを中学生同士で話し合い、有意義な時間にしたい。 

 

 

＜各学校意見発表＞ 

【大和中学校】 

・ 部活動はあるべきと思う。その理由は、顧問や他の学年と仲良くなり、学校生活での楽

しみが増えた。 

・ 吹奏楽や陸上競技など、環境が整わないと出来ないことが、習い事と異なり手続きが単

純で、あまりお金がかからず体験できる。親も安心してこどもを預けられる。 

・ 一方で、部員の熱量の差により、ケンカやいじめに繋がる可能性がある。 

・ 専門知識のある顧問が少なく、そもそも先生の数も少ないため、部活動自体が無くなっ

てしまう可能性がある。 

・ 雰囲気づくりと活動環境が現在の部活動の課題である。 

・ 課題を解決するための提案が２つある。 
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・ 一つは、クラブチームへの移行の検討である。全国を目指すような生徒はクラブチーム

を選択し、仲良く楽しみたい生徒は学校で部活動という選択肢ができることで、目標が

同じ人が集まり、団結力も生まれることで、雰囲気が良くなると思う。 

・ もう１つは、部活環境の見直しを学校全体で行うことである。顧問の先生が少ないのを

改善していきたい。学校内で空いている先生に部活を見てもらったり、専門知識のある

コーチに来てもらい、学校間での合同練習を増やしたり、学校外で練習する場所を見つ

けて、地域とのつながりを増やしたい。 

 

【光丘中学校】 

・ 部活動はあった方が良いと思う。仲間との友情や団結力が強まり、試合で勝つことの楽

しさを知れる。 

・ デメリットとしては、人間関係のトラブルや、お金がかかること。 

・ 顧問の先生が一人しかいないと、負担が大きくなり過ぎるので、コーチがいたら良いと

思う。 

 

【渋谷中学校】 

・ 顧問の先生の負担が大きくなっている。 

・ 与えられた活動をすることが多く、生徒の自主性や知識の向上が難しい。部員の考えや

意見を反映させる機会が少ない。 

・ 改善策として、部活動の最高学年の生徒が顧問となり、生徒が自ら練習メニュー等を考

える。練習メニューの最終確認など、顧問からは補助を貰えると良い。 

・ 生徒に部活動を任せることへの不安があるだろうが、生徒の自主性や知識の向上、先生

の負担削減につながる効果が期待できる。 

 

【つきみ野中学校】 

・ 部活動の加入率が高く、色々な企画で部活動を盛り上げてきた。 

・ 課題としては、バドミントン部の人数が１００人を超え廊下で練習しており、吹奏楽部

も８０人程いて一つの部屋で練習出来ないなど、練習場所が不足しているとの訴えが目

安箱に多く届いている。 

・ 生徒会として、多目的室を作る案が出た。多目的室自体はあるが、光丘中学校のように

広くなく、うまく活用できていない。ほかの部活でも練習場所が不足している。 

・ 他校にあってつきみ野中学校にない部活動があったり、部活動の時間の設定にも課題が

ある。 

 

【鶴間中学校】 

・ 部活動の種類を増やすべきと考えている。入りたいと思っていた部活動がなかったし、

廃部になっている。このままだと、新入生の部活動加入が減り、学校生活に活気が無く

なってしまう。 

・ コロナでなくなってしまった部活動を復活させることを提案する。道具が残っていれば、

復活は容易だと思う。 

 

【引地台中学校】 

・ 部活動に入っていない人、途中でやめた人がいると思う。 
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・ 教員数が減少しており、負担の軽減が必要である。教員はとても忙しいので働き方改革

が進めば、顧問＝教員という考えが減ると思う。 

・ 実際に、一部自治体では外部コーチに委託する考えが出ており、学校から切り離すよう

シフトチェンジするのが良いと思う。 

・ 少子化が進み、生徒数も減っていくため、学校単位では成り立たないこともあり得る。

合同チームなどで合併している考えも良いと思う。 

・ 猛暑で屋外での練習が厳しくなっており、練習の制限や活動自粛をするのが良いのでは

ないか。 

・ 練習するのを昼ではなく、朝練や夜練に切り替えることで、生徒の安全にもつながる。 

・ 学校主体から地域主体に部活動へと再編し、地域の大人や専門家がいれば、技術面でも

問題と思う。 

・ 文科系やオンラインでの活動が今までよりも脚光を浴びると考える。 

・ 生徒が主役の部活動として、一生の思い出になる経験を得られるよう、価値観の更新が

必要だと思う。 

 

【上和田中学校】  

・ 部活動に賛成である。色々な気持ちで入部した人が、人間関係を築き、コミュニケーシ

ョン能力をつけることで、社会人になったときに役に立つと思う。 

・ 問題は顧問の先生で、例えば吹奏楽部では顧問が４人いるが、指導できるのは１人だけ

である。そこで、外部から指導者を招いて指導して貰ったところ、技術が上がり、雰囲

気も良くなった。先生の数を増やすのは難しいと思うので、少し発想を変えて、指導者

を頼むのは有効である。 

 

【南林間中学校】 

・ 部活に入っていない生徒の立場から発言する。南林間中学校は廃部になった部活が多く、

種類が少なくて入りたい部活がなかった。 

・ 今は帰宅部が増えてしまっているが、部活動は中学生の一番の楽しみであり、人間関係

も広がるので、種類を増やしてほしい。例えば、美術部から、なぜかアメフト部が出来

た。 

・ 先生の負担については、生徒が主体になってやれば良いと思う。 

 

【下福田中学校】 

・ 提案したいのは、市が管理する部活動である。市が指導者を部活動に派遣してほしい。

先生は負担の多い指導はしないが、成績表への記載があるので、顧問としていてもらえ

たら良いと思う。 

・ 市が管理することで、お金ではなく楽器やボールといった用具を支給できるため、用具

不足の問題が起こりにくくなるのではないか。場所についても、部活動同士で干渉して

いるため、日付や曜日を決めて公共施設を使えるようにしてもらいたい。 

・ 部活動を行っている生徒の意見について、市が聴きやすくなる。 

・ また、街灯を増やしてほしい。帰り道が暗くなければ、練習時間を延ばせるかもしれな

いし、生徒だけでなく、市民全体が喜ぶと思う。 

・ 予算など課題があることは調べて承知しているが、この提案は生徒会で聞き取り調査を

したうえでの解決策の提案であり、是非検討してほしい。 
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【聖セシリア女子中学校】 

・ 学校内での改革と外部委託の両方を検討し、学校内での改革を進めることとした。 

・ 外部委託のメリットは、先生の負担が減り、専門的な指導を受けることで競技力が上が

ること、デメリットは、学校と生徒の関係性が薄まり、大会等の成果が学校の名誉に繋

がりにくく、褒めてくれる機会が減ってしまうことや、部活ならではの人間関係が築き

にくくなってしまうこと。 

・ 学校内で改革を進めるメリットは、部活動を励みに登校し、モチベーションも向上する、

大会までの努力を評価してもらうことで、一層頑張ろうという気持ちになれる、部活動

での人間関係を築ける、一部の楽器等を除き、無償で参加できること。クラブチームで

は月謝が必要である。 

・ 部活動の具体的な改革内容は次のとおり。 

① 学年ではなく、実力で分けることで、それぞれの段階で適切な指導が可能となり、

部活動に参加しやすくなる。 

② 入部は自由意志とし、強制はしないことで、部活に対する意欲が高まる。 

③ 退部や転部を否定しないことで、生徒が自分のペースで成長できる。 

・ 以上の改革案により、より多くの生徒に有意義で楽しい部活動を目指す。先生の負担

を減らし、生徒の個々の成長に繋がるような、柔軟で実践的な部活動運営としたい。 
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＜課題整理＞ 

【教育長】 

・ 色々な意見や提案を発表してもらい、大変感謝している。 

・ 現在、少子化、教員の働き方改革、将来に渡りスポーツや文化芸術に取り組める環境づ

くりを背景に、全国的に部活動の在り方が検討されている。 

・ 全国的に生徒数が減少し、部員が集まらないどころか、単体では学校を運営できない地

域があったり、先生の働く時間が長過ぎるため、地域のかたがた、スポーツ、文化芸術

団体に部活動の役割を果たしてもらう地域がある。 

・ 部活動は中学校生活において、大きな柱になっていると考えているが、その在り方に変

化が迫っている。地域に応じた議論が必要だが、部活動の主役は生徒の皆さんであり、

大人の都合や立場だけで議論することに大きな疑問を感じている。 

・ 部活動の地域展開を事前に調べていたり、先生を心配する視点での提案があったりと、

本当に嬉しく思っている。 

・ これまでの発表を踏まえ、今度はグループで話し合って貰うため、大和市の現状を以下

の通りお知らせする。 

① 今後７年間、生徒数の減少はあまりない見込みである。 

② ただし、北部は生徒数が増加する一方、南部は減少する見込みである。 

③ 部活動に積極的に関わりたい先生は比較的多いと感じるが、今後の変化は不透明で

ある。 

④ 安全面から、顧問のいない部活動は成立しないルールとなっている。そのため、学

校によっては部活動の種類や数に差が生じている。 

⑤ 学校によっては、地域指導者や外部コーチを依頼して、専門的指導を受けている部

活動がある。 

⑥ 時代に沿った新しい部活動の新設や、専門性が求められる部活動の継続が難しくな

っている。代表例として、新設ではダンス部、継続では柔道部がある。 

・ 大和市の現状を踏まえ、今後どのような形で部活動が行われていくのが望ましいか、学

校や行政、地域などにどのような働きかけをして欲しいか、具体的な提案を考えてほし

い。 

・ 事例を紹介すると、大阪市ではダンス部の人気が最も高いが、大和市にはダンス部はな

い。長野市では、地域のポイントを活用し、小学６年生が地域で色々な体験が出来る。

一方で、部活動を維持していこうという地域もある。 

・ グループでほかの人の意見を聴き、課題を見つけ、課題を解決するためにできること、

大人にやってもらいたいことを発表してほしい。 

・ 全てを叶えることは出来ないが、皆さんからの意見を少しでも実現したいと考えている。 
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＜グループディスカッション＞ 

・ 全員協議会室に移動し、Ａ～Ｄグループでディスカッション。 

 

 

・ 各グループで意見をまとめ、議場へ移動。 

 

＜グループ意見発表＞ 

【Ａグループ】 

・ これからの部活動では、地域との繋がりを更に強めたら良い。 

・ そのために、地域と交流できるイベントを行い、顧問のボランティアを募集して、顧問

の人数を増やす。 

・ 部活動の中で、熱量の多い顧問に来て貰い、熱量毎に分けて活動できると良い。先生、

地域、生徒がみんなで部活動について話し合う機会を月１回程度作れたら良い。 

・ 学校という性質上、先生の権力は強いため、生徒は意見しにくい。地域の方々を通せば、

先生に生徒の意見が伝えやすくなる。 

 

【Ｂグループ】 

・ 熱量の差でトラブルが起こっているので、真剣に頑張りたい人と楽しみたい人が別の場

所で活動できたらと思う。真剣に頑張る人は、高校生やクラブチームと協力して練習す

る機会があると良い。 

・ そのため、中高一貫のイベントで交流したり、大和市全体で集まって練習し、それを外

部コーチに見てもらう。ほかの中学校や団体と交流することで、新たな人間関係や発見

ができ、部活動だけでなく、例えば災害時の相互応援にもつながると思う。 

・ また、学校の中でも、他学年との交流やイベントも大切だと思う。 

 

【Ｃグループ】 

・ 部活動は学校内で行うのが良い。理由は、外部だと費用がかかり、放課後の活動時間が

減ってしまうからである。積極的に部活動を指導したい先生もいると思う。そのために、

学校内での改革を進めたい。 

・ 部員全員で活動内容を話し合い、顧問の先生の意見も聞いて部活動の方針を決めていく。 

・ 例えば、人数が多く教員が足りない部活動は、外部コーチを招いて活動を充実させる。
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そのための費用は市に関与してもらいたい。 

・ 部活動は生徒主体とし、安全面から先生には監督として居てほしい。積極的に指導して

くれる先生には、顧問を担ってもらいたい。 

 

【Ｄグループ】 

・ 部活動の種類を増やしたい。種類を増やすことで可能性が広がる一方、金銭面や先生の

負担が想定される。 

・ それを解決するため、同好会を提案する。同好会は顧問を必要とせず、少人数でも楽し

く活動することができる。 

・ 練習場所について、空き教室の活用や、市の施設を使えるようになると良い。費用は部

費で払うとして、スポーツセンターなど大きな施設は市の中心部にしかないので、端の

方にも施設を作ってほしい。 

・ 顧問を担うのを負担に感じている先生がいる場合、顧問を担っていない先生にお願いし

て複数人で顧問を務めてもらうことで、負担を減らせると思う。 

・ 他に、部活内での熱量の差という課題があるため、楽しく活動したい生徒は校内での部

活動や同好会、本気で頑張りたい生徒は外部のクラブチームを選択すると良いと思う。 

・ 部活動についてのアンケートを定期的に実施することで、より良い部活動になっていく

と思う。 
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＜講評＞ 

【市長】 

・ 長時間の審議と発表に感謝を申し上げる。 

・ 皆さんの発表で知ることが出来た情報は“宝”であり、市政や学校の環境に生かしてい

きたい。整理に少し時間をいただくが、フィードバックしていく。 

・ 発表にあったように、教職員の不足や負担増を解決するには、地域とのつながりが大切

であり、家庭、学校、地域が三位一体となってこどもを育てていきたいと思っている。 

・ 熱量の差についても発表があったように、スポーツには遊戯性と競技性の両方があり、

楽しみたい人と真剣に上を目指したい人、それぞれの環境を整えることが重要である。 

・ 指導者が知識や技術を直接教えるティーチングと、指導者が対話を通じて生徒自身に答

えを見つけさせるコーチングでは差がある。 

・ そのような知識を積み重ねられる環境も作っていきたい。 

・ 部活動だけでなく、同好会を作って活動の種類を増やす点については、活動の場がない

と何も始まらないので、地域の力を借りる方法もある。 

・ 本市は、日本体育大学と協定を結んでおり、学生は学校の先生になりたい、部活動で教

えたいと思っている。そのような学生とのマッチングを行政として取り組んでいきたい。

エンジョイスポーツという事業も始めている。 

・ 地域とのつながりが災害時にも役立つという発表があった。生徒と地域の皆さんが顔見

知りになり、学校と地域が助け合うことにつながる。中学生から聞けたことを嬉しく思

う。 

・ 今回は選挙で選ばれた生徒会役員の皆さんに来てもらったが、次は学校に伺うなど、こ

のような機会を増やしていきたい。 

・ 本日は、保護者や市議会議員の皆さんにも大勢来ていただき、それぞれが気付きの場に

なったと思う。改めてお礼を申し上げる。 

 

 

＜閉会＞ 

生徒代表による閉会の宣言。 

以上 


